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当社は、1904年に洋食器の製造を目的として創立され、その後

セラミック技術を核として事業を開拓してきました。現在では、

「工業機材」「セラミック・マテリアル」「エンジニアリング」「食器」

の4つの事業を通じて、さまざまな製品や技術を提供しています。

現在の売り上げ構成で見ると、みなさまにとってなじみ深い洋食

器の分野は1割程度。自動車・鉄鋼などの基幹産業や太陽電池を

はじめとするエネルギーやエレクトロニクス業界へ製品や技術を

提供する分野が、大きなシェアを占めるようになりました。しかし、

どの技術や製品も洋食器の製造で培った技術やノウハウが

ベースとなっています。

「スリランカと日本間の
テレビ会議にシングテルの
国際IP-VPNを利用しています」

ノリタケカンパニーリミテドの事業概要

─ ノリタケカンパニーリミテドの事業概要を教えてください。

2010年6月

http://www.noritake.co.jp/
ノリタケカンパニーリミテドのWebサイト

日本が誇る世界の食器ブランド「ノリタケ」を展開する、世界
最大級の高級洋食器・研削研磨工具メーカー「株式会社
ノリタケカンパニーリミテド（以下、ノリタケカンパニー
リミテド）」では、SingTelの国際IP-VPNサービスを利用
し、国内の事業所とスリランカの製造工場を接続。テレビ
会議などを利用することで大きな成果を上げていると
いう。導入の経緯や目的、効果について詳しく伺った。

お忙しい中、貴重なお話をお聞かせいただき、ありがとうございました。

株式会社ノリタケカンパニーリミテド
経営管理本部
情報企画室 室長 大西 定省氏（中央）
  情報企画室 吉村 俊也氏（左）
 総務部 八木 伸治氏（右）

SingTelへの期待と要望

─ SingTelへの期待や要望などあればお聞かせください。

NLPLとの接続に関して、現地の情勢や通信環境を考えれば、現在

のように安定的な環境を整えることは容易ではなかったはず。もち

ろんそれだけではありませんが、SingTelにお願いしてよかったと

思っています。

また今後、アジア地域における当社の活動はこれまで以上に

活性化し、生産拠点としてだけでなく、現地での販売なども増加し

ていくことが予想されます。当然、各拠点間を結ぶネットワークも

必要になります。SingTelはアジア全域に強いので、いろいろと

相談に乗ってもらいたいと思っています。今後とも、よろしくお願い

します。
今後の拡張予定

─ 今後の拡張予定について教えてください。

NLPLと安定的に通信できるようになりましたので、現地で運用し

ている基幹システムを日本のデータセンターに移管し、現地から

はデータの入・出力だけを行うようにしたいと考えています。そう

すれば、システムの運用管理が効率化され、運用コストを削減でき

るからです。

その他にも、現在の帯域が足りなくなるぐらいネットワークを活用

していきたいと考えています。

世界の食器ブランド「ノリタケ」の洋食器
（写真提供：ノリタケカンパニーリミテド）

国際IP-VPNを導入した効果

─ 導入効果について教えてください。

NLPLとのやり取りに関しては、電話とメールが中心だったので、い

ま考えるととても非効率でした。しかも、通話中に電話が切れてし

まうこともありました。

IP-VPNの導入後は、安定的にテレビ会議を使えるようになり、コミ

ュニケーションが密になったことで意思決定がスピードアップしま

した。

また、スリランカまでの出張旅費が削減でき、移動時間のロスも含

めて考えるとコスト削減効果も大きいと考えています。



シンガポールテレコム導入事例
株式会社ノリタケカンパニーリミテド 様

国際IP-VPNを利用している目的

─ 国際IP-VPNを導入した目的を教えてください。

導入時のエピソード

─ 導入時に苦労したことはありましたか。

国内の主な事業所はすでにIP-VPNで接続しており、基幹系／情

報系データのやり取りやテレビ会議に利用しています。海外の主

要拠点に関しても国内と同様、業務の効率化を図るために、

IP-VPNを利用したいと考えました。またセキュリティの観点でも

必要だと考えました。

─ SingTelのサービスを選んだ理由を教えてください。

あらかじめスリランカの通信環境が国内のように充実していない

ことは説明を受けていましたし、ネットワークの稼働率も保証の

範囲内でした。しかし、導入当初、スリランカの中継局におけるト

ラブルが原因で接続が安定しないことがありました。

─ 中継局におけるトラブルとは。

─ どのように解決したのでしょうか。

NLPLは都市部から少し離れた地

方都市に建設されているため、い

くつかの中継局を経由しなけれ

ばなりません。落雷や停電によっ

て中継局が不通となることがある

ということでした。

国際IP-VPNの選定要件

─ 国際IP-VPNサービスを選定したときの選定要件を教えて
　 ください。

SingTelを選んだ理由

(1)国内に連絡窓口があること
NLPLには、ネットワークに詳しいエンジニアがいないので、日本

側が主導権を持って導入・運用を図っていかなければなりませ

ん。そのため、国内に連絡窓口がある通信会社の国際IP-VPNサ

ービスであることが、第一の選定条件となりました。

(2)スリランカにおけるサポート
一方、日本はもちろん現地スリランカでのサポートもお願いでき

ないと困りますので、スリランカの通信事情に詳しい通信会社で

あることも条件となりました。

国際IP-VPNが必要だった理由

─ なぜIP-VPNが必須だったのでしょうか。

─ 国内の拠点間では、テレビ会議はひんぱんに利用されていた
　 のでしょうか。
テレビ会議を利用できる会議室は、予約を取るのが難しいほど利

用率は高いです。通常のシステムでは導入時がもっとも満足度が

高く、導入後は満足度が低下するケースが多いのですが、テレビ

会議の場合、利用頻度と満足度は時間が経つにつれて高まって

います。

インターネット回線なので、ど

こで、どのような原因があって、

どうして通信が安定しないのか

まったくわかりません。当然、ど

こをどう改善すればいいのか、

手の打ちようもありませんでし

た。そこで、IP-VPNを導入して、

国内と同じ通信環境でテレビ

会議システムを利用しようとい

うことになりました。

また、アジアや中東を中心に幅

広い通信ネットワークを運営し

ている通信会社ですので実績

面でも申し分ないと判断しまし

た。もちろん、日米間の通信サ

ービスも提供しているので、

SingTelから現地の通信会社に依

頼し、迂回経路を設けてもらうこと

で安定的に通信できるようになり

ました。

特にNLPLに関しては、ここ数年で洋食器の生産拠点を集約したこ

ともあり、テレビ会議を利用したいという要望が高まっていました。

テレビ会議を利用するためには、IP-VPNの導入が必須でした。

「テレビ会議を利用するため、
IP-VPNを導入することになり
ました」（大西氏）

「スリランカの通信事情に
  詳しい通信会社を探して
  いました」（八木氏）

日本、米国の事業所、スリランカの洋食器製造工場NORITAKE 

LANKA PORCELAIN(PRIVATE)　LIMITED （以下、NLPL）を、SingTel

の国際IP-VPNを利用して接続しています。日米間の回線速度は

1Mbps、日本－スリランカ間の回線速度は 512kbpsです。

スリランカ政府による進出要請を受けて、NLPLは1972年という早

い時期から製造活動を行っています。現在、スリランカで最も古く

から操業している日系企業です。

1972年から洋食器を製造しているNLPL
（写真提供：ノリタケカンパニーリミテド）

─ スリランカに製造工場があるのはめずらしいですね。

スリランカの工場との接続にIP-VPNを利用

─ SingTelの通信サービスをどのように利用しているのか
　 教えてください。

IP-VPNを導入する前に、インターネット回線を利用して日本と

NLPLでWEB会議システムを試してみたことがありました。しか

し、通信環境が安定せず使い物

になりませんでした。

(3)グローバルに通信サービスを展開していること
IP-VPNで接続するのはスリランカだけではありません。そのた

め、グローバルに接続サービスを展開している通信会社というこ

とも条件となりました。国ごとに接続する通信会社が異なれば、

国際IP-VPNを二重・三重で管理することになってしまい非効率で

すから。

SingTelのサービスを導入することにしました。

アジア全域をサポートしていると言いながらも、スリランカだけ

は対象外という通信会社もありました。その点SingTelは、現地

スリランカの通信会社に出資を

しているので、現地とのコミュニ

ケーションもスムーズで、安心

してサポートもお願いできると

考えました。

安定したテレビ会議を実現する方法

─ NLPLとの接続は512kbpsということですが、テレビ会議の
　 利用に問題はありませんか。

─ 残りの帯域はどのように利用していますか。

現在は、メールやデータベースのやり取りなど情報系のデータ

通信に利用しています。

QoSによって、512kbpsのうち384kbpsをテレビ会議用の帯域と

して確保しています。音声や画像のやりとりに問題はなく、快適に

テレビ会議を利用できています。 スリランカと会議をしていても

すぐ隣にいるような感じで、相手側のコソコソ話も聞こえるほど

です。もちろん、名古屋、東京、スリランカというような三者会議で

も、特に違和感はありません。

「SingTelのおかげで安定的
  に通信できるようになりま
  した」（吉村氏）
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NLPLと安定的に通信できるようになりましたので、現地で運用し

ている基幹システムを日本のデータセンターに移管し、現地から

はデータの入・出力だけを行うようにしたいと考えています。そう

すれば、システムの運用管理が効率化され、運用コストを削減でき

るからです。

その他にも、現在の帯域が足りなくなるぐらいネットワークを活用

していきたいと考えています。

世界の食器ブランド「ノリタケ」の洋食器
（写真提供：ノリタケカンパニーリミテド）

国際IP-VPNを導入した効果

─ 導入効果について教えてください。

NLPLとのやり取りに関しては、電話とメールが中心だったので、い

ま考えるととても非効率でした。しかも、通話中に電話が切れてし

まうこともありました。

IP-VPNの導入後は、安定的にテレビ会議を使えるようになり、コミ

ュニケーションが密になったことで意思決定がスピードアップしま

した。

また、スリランカまでの出張旅費が削減でき、移動時間のロスも含

めて考えるとコスト削減効果も大きいと考えています。


